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応急手当普及員が実施できる講習は、赤字でしめした講習となっています。

救命入門コースは小学生を対象としたもので、小学校の先生が児童に実施する事
や、消防職員が少年消防団員に実施する内容になっています。
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まず、講習において、資器材の借用希望がある場合は、管轄の消防署若しくは消
防局救急課へ連絡し、開催を予定する日程で資器材が借用できるか確認してくだ
さい。

その後、講習開催日を決定し、応急手当講習開催申請書及びレッスンプランを作
成し、資器材の借用依頼をした署若しくは消防局救急課へ提出します。

※フリープラン講習以外を開催する場合は、レッスンプランを必ず添付してください
。

講習開催後、応急手当講習結果報告書及び応急手当講習受講者名簿を作成し、
開催申請書を提出した窓口へ提出してください。

※フリープラン講習以外を開催する場合は、名簿を必ず添付してください。

各様式やレッスンプランのひな型は、さいたま市ＨＰからもダウンロードできます。
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講習を開催するにあたり次の内容を踏まえて計画を立てます。

指導者１名に対して受講者は概ね１０名以内としてください。あまりに多いと指導の
目が行き届かなくなります。

資器材についても訓練用資器材一式に対して、受講者も概ね５名以内で使用する
ようにします。

講習を開催する場所も、ある程度の広さが求められます。

ＷＥＢ講習を組み合わせた実技救命講習や分割講習も検討しながら無理のないよ
うカリキュラムを計画します。
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講習を計画して実施する際に、資器材を借用した消防署又は救急課に応急手当
講習開催申請書を作成して提出します。

左側の様式は文字が小さく見えづらくなっていますが、右側の項目に注意点を記
載しているので作成時の参考としてください。
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結果報告書の記入例と注意事項となっています。

各項目に注意して記載し、資器材を借用した消防署又は救急課に提出してくださ
い。

普通救命講習の場合は名簿は必要となりますので、このタイミングで未提出の場合
は提出してください。
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応急手当普及員は消防局長が交付する修了証を応急手当普及員名で発行するこ
とができます。

普通救命講習Ⅰは成人に対する心肺蘇生法とＡＥＤの取り扱い、

普通救命講習Ⅲは乳児・小児に対する心肺蘇生法とＡＥＤの取り扱いで発行しま
す。
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救命入門コースは参加証の配布ですので、応急手当普及員名を記載しません。
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貸出数は、所有する訓練用人形の使用状況によって、普及員数、受講者数、講習
内容等によって、数量を制限することもあります。

借用期間は、講習日を含む１週間以内となっていますが、普及員が実施する講習
が増加し、訓練用資器材の借用も増加していますので、できるだけ短い期間内で
のご協力をお願いします。
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